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外国語科    第６学年 

 《教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成》  

 ○  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

  ・問題発見・解決能力の育成  

   本実践では、総合的な学習の時間において「わたしたちにできる国際協力」を探究

テーマとして設定し、児童自らが問題を見いだし、解決の方向性を決定し、計画を立

てて実行していく学習を行う。そのために、総合的な学習の時間を中心とし、外国語

科をはじめとした各教科等を関連付け、教科等横断的に学習を行っていく。また、外

国語科における言語活動では、児童に目的意識・相手意識をもたせることが非常に重

要である。本単元の実践では、日本の文化を知らない外国（ルワンダ）の小学生に日

本の文化を紹介するという場を設けている。 

・情報活用能力の育成  

本実践では、情報や情報技術を活用し、自分の考えを形成し、表現する学習活動の

充実を図る。そのために、情報端末を用いて日本の文化に関する情報を収集し、思考

ツールを用いて自分の伝えたい情報について整理・分析していく。また、外国の小学

生に伝えるという場を設けることで、相手意識をもたせ、どのような情報（文字・写

真等）をプレゼンテーション資料に使用するとより伝わりやすいかを考え、効果的に

自分の考えを表現できるようにしていく。  

 ・言語能力の育成 

本実践では、テクスト（情報）を理解したり、文章や発話により表現したりする力

の育成を図る。そのためには、児童の「伝えたい」という気持ちが非常に重要である。

そこで、教科等横断的に学習を構成し、本単元で発展途上国であるルワンダの文化に

ついて理解することが、総合的な学習の時間における国際協力についての学習に生か

されるという学習の意義を理解できるようにする。また、日本の文化を紹介するため

に、どのような情報を伝えたり、どのような表現を用いたらよいか考えたりするなど、

本単元で使用する言語材料との出会わせ方を工夫していく。  

 

１  単元名「 Lesson3 Welcome to Japan. 

―ルワンダの小学生に日本の文化を紹介しよう―」   

２  単元の目標   

○ 自分の伝えたい行事や食べ物などの日本文化について、聞 い た り 言 っ た り 書 いた

り す る こ と が で きる 。                〈 知 識 及 び 技 能 〉 

  ○ ル ワ ン ダ の 小 学 生 に 日 本 の 文 化 を よ り わ か っ て も ら え る よ う に 、 プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ ン 資 料 を つ く っ て 、 自 分 の 伝 え た い 日 本 の 文 化 を 紹 介 す る こ と が

で き る 。                 〈 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 等 〉 

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践 
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  ○ ル ワ ン ダ の 小 学 生 に 日 本 の 文 化 を わ か り や す く 伝 え よ う と し た り 、 様 々 な

文 化 に つ い て 知 ろう と し た り す る 。     〈 学 び に 向 かう 力 、人 間 性 等 〉 

 

３  教 科 等 横 断 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 授 業 実 践 に つ い て  

（ １ ） 単 元 で 育 て た い 力  

○ ル ワ ン ダ の 小 学 生 に 日 本 の 文 化 を よ り わ か っ て も ら え る よ う に 、 自 分 の 伝

え た い 行 事 や 食 べ 物 な ど の 日 本 文 化 に つ い て 、 考 え や 気 持 ち な ど を 表 現 す

る こ と が で き る 。                【 外国 語：言 語 能 力】 

（ ２ ） 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 育 て た い 力  

○ 日 本 の 国 際 協 力 の 現 状 や 世 界 の 様 々 な 課 題 に つ い て 、 情 報 端 末 を 用 い て 情

報 を 収 集 し 、 思 考ツ ー ル を 用 い て 適切 に 整 理 ・ 分 析 を行 う こ と が で き る。  

  【 社 会：情 報 活用 能 力 】 

○ 相 手 に 伝 わ る よ う に 、 文 章 全 体 の 構 成 を 工 夫 し た り 、 引 用 や 図 表 、 グ ラ フ

等 を 用 い た り し て 自 分 の 考 え が 伝 わ る よ う に 書 き 表 し 方 を 工 夫 す る こ と が

で き る 。                     【国 語：言 語 能 力】 

○ ル ワ ン ダ の 日 常 的 な 布 （ チ テ ン ゲ ） を 用 い て 、 作 り た い 小 物 や そ の 製 作 方

法 に つ い て の 情 報を 収 集 し 、 計 画 立て て 、 小 物 製 作 をす る こ と が で き る。  

 【 家 庭：問 題 発 見・解 決 能 力 】 

（ ３ ） 共 通 の 育 て た い 力  

○ 問 題 や 課 題 を 見 い だ し 、 こ れ ま で に 学 ん で き た こ と を 生 か し て 解 決 方 法 を

考 え 、 他 者 と 協 働 し な が ら 計 画 を 実 行 し 、 振 り 返 っ て 新 た な 問 題 発 見 ・ 解

決 に つ な げ て い くこ と が で き る 。      【 共 通：問 題発 見・解 決 能 力】 

○ 図 書 資 料 や 情 報 端 末 等 を 活 用 し て 情 報 を 収 集 し 、 思 考 ツ ー ル を 用 い て 情 報

を 整 理 ・ 分 析 し 、 自 分 の 考 え を 形 成 す る と と も に 、 情 報 端 末 を 活 用 し 、 図

や 写 真 等 を 交 え て自 分 の 考 え を 効 果的 に 表 現 す る こ とが で き る 。  

【 共 通：情 報 活 用 能力 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間「わたしたちにできる国際協力をしよう」  

社会科  

「世界の未来と  

日本の役割」  

日本の国際協力の

現状や世界の様々

な課題について情

報収集、整理・分

析を行う。  

国語科  

「自分の考えを発信

しよう」等  

自分たちの活動を広

めるために意見文を

載せたチラシやホー

ムページ等の広報資

料を作成する。  

家庭科  

「生活を豊かに  

ソーイング」  

ルワンダの伝統的

な布（チテンゲ）

を使用した小物作

りを行う。  

外国語科

Welcome to 

Japan. 

ルワンダの小学

生に自分の伝え

たい日本の文化

を紹介する。  
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（ ４ ） 単 元 の 評 価 規 準  

 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む

態度 

話
す
こ
と
（
発
表
） 

①  日本の行事や食べ物、

日本文化等に関する

語 句 、 You can ～ in

… .It’s～ .I like～ .の表

現について理解して

いる。 

②  自分の伝えたい日本

文化などについて、日

本の行事や食べ物、日

本文化等に関する語

句、You can～ in… .It’s

～ .I like～ .などを用

いて、考えや気持ちな

どを話す技能を身に

付けている。  

①  ルワンダの小学生に

日本の文化をよりわ

かってもらえるよう

に、自分の伝えたい行

事や食べ物などの日

本文化について、考え

や気持ちなどを話し

ている。  

①  ルワンダの小学生に

日本の文化をよりわ

かってもらえるよう

に、自分の伝えたい行

事や食べ物などの日

本文化について、考え

や気持ちなどを話そ

うとしている。  

書
く
こ
と 

①日本の行事や食べ物、

日本文化等に関する語

句、You can～ in… .It’s

～ .I like～ .の表現につ

いて理解している。  

②自分の伝えたい日本文

化などについて、日本

の行事や食べ物、日本

文化等に関する語句、

You can～ in… .It’s～ .I 

like～ .などを用いて、

考えや気持ちなどを書

く技能を身に付けてい

る。 

①  ルワンダの小学生に

日本の文化をよりわ

かってもらえるよう

に、自分の伝えたい行

事や食べ物などの日

本文化について、音声

で十分に慣れ親しん

だ語句や表現を用い

て、考えや気持ちなど

を書いている。  

①ルワンダの小学生に日

本の文化をよりわかっ

てもらえるように、自

分の伝えたい行事や食

べ物などの日本文化に

ついて、音声で十分に

慣れ親しんだ語句や表

現を用いて、考えや気

持ちなどを書こうとし

ている。  
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４  指 導 計 画  

時  

学  習 活  動 

★教科等横断的な学習活動  

備考  

★教科等横断的な学習  

◎記録に残す評価  

□学習状況の確認  

 

★日本の国際協力の現状や世界の様々な課

題について情報収集、分析を行う。  

 （千葉県ユニセフ協会や国際協力機構の

方による出前授業を行う。）  

【見いだす・広げ深める】【社会】  

★わたしたちにできる国際協力について情

報収集、分析を行い、校内募金活動を行う

というゴールを設定する。【見いだす・自

分で取り組む】【総合的な学習の時間】  

わたしたちにできる国際協力をしよう。  

 

★募金活動の実施内容や目的等をより多く

の人に知らせるためにチラシや動画、 web

ページ等の資料を作成し、校内の児童や

保護者への広報活動を行う。  

【広げ深める・まとめあげる】  

【国語・総合的な学習の時間】  

 

★校内募金活動を行う。  

【まとめあげる】【総合的な学習の時間】  

★募金活動の取り組みを振り返り、より支

援が必要とされているアフリカへの支援

活動を行うという新たな課題を 見いだ

す。 

 【見いだす】【総合的な学習の時間】  

アフリカの人たちのためにできる行動

を起こそう！  
 

★日本の国際協力の現状や世界

の様々な課題について情報端

末を用いて情報を収集し、考

えるための技法を用いて適切

に整理・分析を行うことがで

きる。 

【情報活用能力】  

★効果的な広報手段を考え、情

報端末を活用して資料を作成

することができる。  

【情報活用能力】  

★相手に伝わるように、文章全

体の構成を工夫したり、引用

や図表、グラフなどを用いた

りして自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫するこ

とができる。【言語能力】  

 

★問題や課題を見いだし、これ

までに学んできたことを生か

して解決方法を考え、他者と

協働しながら計画を実行し、

振り返って新たな問題発見・

解決につなげていくことがで

きる。【問題解決能力】  

１  

〇日本の文化を紹介している映像資料を視

聴し、ルワンダの小学生に日本の文化を

紹介するという本単元のゴールを知る。

【見いだす】  

ルワンダの小学生とおたがいの文化を

紹介し合おう。  

□主体的に学習に取り組む態度

【行動分析・振り返りカード

記述分析】  
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・「日本らしいもの」や日本の文化について

意見を出し合う。  

・チャンツを通して、 What do you like 

about Japan？や I like～ in… .という表現

に慣れ親しむ。  

・ルワンダの小学生に日本の文

化を伝えようという思いをも

ち、新出表現をチャンツのリ

ズムに合わせて話している。  

２  

〇日本の文化や食べ物について聞き取ると

ともに、味を伝えるための表現に慣れ親

しむ。【自分で取り組む】  

〇自分の紹介したい日本の文化について調

べる。【自分で取り組む】  

・インターネットで調べた情報を写真等を

交えて表に整理してまとめる。  

□知識・技能  

【発言分析・行動分析】  

・日本の行事や食べ物、日本文

化等に関する語句、You can～

in… .It’s～ .I like～ .の表現に

ついて理解している。  

３  

〇各月に関連する日本の行事や風物詩につ

いて考え、その表現に慣れ親しむ。  

【自分で取り組む】  

〇自分の紹介したい日本の文化について調

べる。【自分で取り組む】  

・インターネットで調べた情報を写真等を

交えて表に整理してまとめる。  

□知識・技能  

【発言分析・行動分析】  

・日本の行事や食べ物、日本文

化等に関する語句、You can～

in… .It’s～ .I like～ .の表現に

ついて理解し、これらの表現

を用いて考えや気持ちなどを

話す技能を身に付けている。  

４  

〇季節ごとに自分の好きな日本の行事や食

べ物などを尋ね合う。【広げ深める】  

（例） 

A: What do you like about Japan in 

spring? 

B: I like hanami in spring.  

I like cherry blossoms. It’s beautiful.  

〇自分の紹介したい日本の文化について調

べる。【自分で取り組む】  

・インターネットで調べた情報を写真等を

交えて表に整理してまとめる。  

□思考・判断・表現  

【行動分析】  

・自分の好きな日本の行事や食

べ物などについて話してい

る。 

５  

★自分の紹介したい日本の文化を選ぶ。  

・これまで収集してきた情報をダイヤモン

ドランキングを用いて順位付けしてまと

める。【自分で取り組む】【外国語】  

〇自分の伝えたい日本の文化についてペア

で尋ね合う。  

〇ルワンダの小学生に伝えたい日本の文化

について、発表原稿を作成する。  

★図書資料や情報端末等を活用

して情報を収集し、思考ツー

ルを用いて情報を整理・分析

し、自分の考えを形成してい

る。 

【情報活用能力】  

◎知識・技能  

【発表原稿分析】  
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【自分で取り組む】  ・自分の伝えたい日本文化など

について、日本の行事や食べ

物、日本文化等に関する語句、

You can～ in… .It’s～ .I like

～ .などを用いて、考えや気持

ちなどを書く技能を身に付け

ている。  

◎思考・判断・表現  

 【発表原稿分析】  

・ルワンダの小学生に日本の文

化をよりわかってもらえるよ

うに、自分の伝えたい行事や

食べ物などの日本文化につい

て音声で十分に慣れ親しんだ

語句や表現を用いて、発表原

稿を書いている。  

◎主体的に学習に取り組む態度  

 【発表原稿分析】  

・ルワンダの小学生に日本の文

化をよりわかってもらえるよ

うに、自分の伝えたい行事や

食べ物などの日本文化につい

て、音声で十分に慣れ親しん

だ語句や表現を用いて、考え

や気持ちなどを書こうとして

いる。 

６  

★ルワンダの小学生に伝えたい日本の文化

について、プレゼンテーション資料を作

成する。【自分で取り組む】【外国語】  

〇作成したプレゼンテーション資料を用い

て、発表の練習をする。  

  

★情報端末を活用し、図や写真

等を交えて自分の考えを効果

的に表現することができる。

【情報活用能力】  

◎知識・技能【行動分析】  

・自分の伝えたい日本文化など

について、日本の行事や食べ

物、日本文化等に関する語句、

I like～ in… .We have～ .It’s

～ .You can～ .などを用いて、

考えや気持ちなどを話す技能

を身に付けている。  
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７  

〇自分の発表を友達に伝え合い、改善点を

話し合う。【広げ深める】  

・グループ毎に発表し、互いの発表の改善点

を伝え合い、発表の仕方や発音等を修正

する。 

 

★自分の発表を録画する。【まとめあげる】 

・画面録画機能を用いて、発表資料と自分の

顔を並べて録画し、ビデオレターを作成

する。【外国語】  

 

 

◎思考・判断・表現  

【発言分析・行動分析】  

・ルワンダの小学生に日本の文

化をよりわかってもらえるよ

うに、自分の伝えたい行事や

食べ物などの日本文化につい

て、考えや気持ちなどを話し

ている。  

◎主体的に学習に取り組む態度

【発言分析・行動分析】  

・ルワンダの小学生に日本の文

化をよりわかってもらえるよ

うに、自分の伝えたい行事や

食べ物などの日本文化につい

て、考えや気持ちなどを話そ

うとしている。  

★ルワンダの小学生に日本の

文化をよりわかってもらえる

ように、自分の伝えたい行事

や食べ物などの日本文化につ

いて、考えや気持ちなどを表

現することができる。  

【言語能力】  

８  

〇ルワンダの小学校から送られてきたビデ

オレターを視聴する。【まとめあげる】  

・ビデオレターの視聴を通して、ルワンダの

文化を聞き取るとともに、日本の文化と

の違いについて考える。  

〇これまでの学びを振り返る。  

□主体的に学習に取り組む態度 

【発言分析・行動分析】  

・ルワンダの小学生のビデオレ

ターを視聴し、日本の文化と

の違いについて考えようとし

ている。 

 

★アフリカの課題について情報を収集・分

析し、誰にどのような支援が必要か話し

合う。 

【見いだす】  

【総合的な学習の時間】  

★アフリカの布（チテンゲ）を使用した小物

を製作・販売し、その売り上げでルワンダ

に支援するという学習の見通しをもつ。  

【自分で取り組む】  

【総合的な学習の時間】  

★図書資料や情報端末等を活用

して情報を収集し、思考ツー

ルを用いて情報を整理・分析

することができる。  

 【情報活用能力】  

★アフリカの布（チテンゲ）を用

いて、作りたい小物やその製

作方法についての情報を収集

し、計画立てて、小物製作をす

ることができる。  
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★アフリカの布（チテンゲ）を使用し、どの

ような小物が作れるか話し合い、小物を

製作する。【自分で取り組む・広げ深める】

【家庭科】  

  
★小物販売会の実施内容や目的等をより多

くの人に知らせるためにチラシや動画、

web ページ等の広報資料を作成する。  

【広げ深める・まとめあげる】  

【国語科・総合的な学習の時間】  

★小物販売会を行う。  

【総合的な学習の時間】  

  

★ 1 年間の活動の振り返りを行い、自分の考

えの深まりや成長に気付く。 

 【まとめあげる】【総合的な学習の時間】 

【問題発見・解決能力】  

 

 

 

 

 

 

 

 

★相手に伝わるように、文章全

体の構成を工夫したり、引用

や図表、グラフなどを用いた

りして自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫するこ

とができる。  

【言語能力】  

★ 1 年間の学びを振り返り、国際

理解や国際協力に対しての意

識の高まりはこれまで探究的

に学習してきたことの成果で

あることに気付くとともに、

国際社会の一員として積極的

に社会に関わっていこうとい

う思いをもつことができる。  

【問題発見・解決能力】  

 

５  実 践  

（ １ ） 目 指 す 児 童 の 姿  

・ 学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

ア  情 報 活 用 能 力 の 育 成 （ 第 ５ 時 ）  

（ ア ） 児 童 を 見 取る 際 の 主 な ポ イ ント  

○思考ツール（ダイヤモンドランキング）を用いて、自分の伝えたいことを明確にし、

既習表現を用いて発表原稿を作成することができているかを見取る。  

◯自分が伝えたい内容の英語表現がわからない時に、巻末の Word Bank やインターネ

ットを用いて単語を調べたり、ＡＬＴに尋ねたりして既習表現と組み合わせて考え

ることができているかを見取る。  

（ イ ） 指 導 と 評 価の 実 際  

① 第 ５ 時 の 授 業 の概 要  

前 時 ま で に 、日 本の 文 化 や 行 事 に つい て イ ン タ ー ネ ット 等 を 用 い て 調 べ   
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て き た 。本 時 で は 、児 童 が 調 べ て き た様 々 な 文 化 や 行 事の 中 か ら ル ワ ン ダ

の 小 学 生 に 一 番 伝 え た い こ と は 何 か を 協 働 学 習 ア プ リ 上 の ダ イ ヤ モ ン ド

ラ ン キ ン グ を 用 いて 分 析 し 、決 定 させ て い く 。そ の 後、こ れ ま で に 学 習し

て き た You can～ in… .It’s～ .I like～ .といった表現を用いて、発表原稿を作成して

いく。また、自分が伝えたい内容の英語表現がわからない時には、友達やＡＬＴに

尋ねたり、インターネットを用いて単語を調べたりして既習表現と組み合わせて考

えることができるようにしていく。発表原稿を作成する際には、ビデオレターに発

表原稿も載せるため、文字の大きさや字間に気を付けさせるようにする。  

 

② 実 際 の 児 童 の 姿  

○ 「 お お む ね 満 足で き る 」 状 況 と 評価 し た 例  

 
○ 「 十 分 満 足 で きる 」 状 況 と 評 価 した 例     

 

自分の伝えたい行事やそのよさに

ついて書けているが、 I like を用

いた表現や食べ物のことについて

は書けていない。また、一部正し

く書けていない語句があったり、

語と語の間隔を空けないで書いて

あったりする所があるなど、相手

によりわかってもらうようにとい

う観点からは十分ではない。  

自分の伝えたい行事や食べ物

などの日本文化について、未

習単語を調べ、既習の表現を

用 い て 書 く こ と が で き て い

る。また、語と語の間隔を適切

に空けて書くこともできてい

る。  
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○ 「 努 力 を 要 す る」 状 況 と 評 価 し た例  

 
イ  言 語 能 力 の 育 成 （ 第 ７ 時 ）  

（ ア ） 児 童 を 見 取る 際 の 主 な ポ イ ント  

○ルワンダの小学生に日本の文化をよりわかってもらえるように、ジェスチャーを付

けたり、声の大きさや話す速度を調整したり、英語らしい発音を意識したりするな

ど工夫して発表しようとしているかを見取る。 

○それぞれの発表を録画したものを友達と見合い、友達の発表のよさや改善点を見つ

けて伝えるとともに、自分の発表に生かそうとしているかを見取る。  

（ イ ） 指 導 と 評 価の 実 際  

① 第 ７ 時 の 授 業 の概 要  

前 時 ま で に 作 成 した 発 表 資 料 を も とに 友 達 と 発 表 練 習を し 、ル ワ ン ダ の

小 学 生 に 日 本 文 化に つ い て わ か り やす く 伝 え る た め に改 善 を 重 ね て い く 。

そ し て 、 情 報 端 末の 画 面 録 画 機 能 を用 い て ビ デ オ レ ター を 作 成 し て い く 。  

② 実 際 の 児 童 の 姿  

○ 「 お お む ね 満 足で き る 」 状 況 と 評価 し た 例  

友達からのアドバイスを受け、改善しようと練習している。単調で時々言葉に

詰まってしまうこともあるが、ジェスチャーを付けて相手に伝わるように意識も

できている。  

○ 「 十 分 満 足 で きる 」 状 況 と 評 価 した 例  

友 達 か ら の ア ド バイ ス を 生 か し て 、自 分 の 名 前 を ゆ っく り 話 し た り 、

ジ ェ ス チ ャ ー を 付け た り 、自 分 の 伝 えた い 所 を 強 調 し たり す る な ど 相 手

に 伝 わ る よ う に とい う こ と を 意 識 した 発 表 が で き て いる 。  

○ 「 努 力 を 要 す る」 状 況 と 評 価 し た例  

相 手 に 伝 わ る よ うに ゆ っ く り 話 そ うと 意 識 し て い る が、や や 声 が 小 さ

く 、単 語 の 途 中 で区 切 っ て 話 し て いた り 、詰 ま っ て しま っ た り す る と こ

ろ が 多 く 見 ら れ る。  

    

 

 

 

 

自分の伝えたい行事や食べ物

などの日本文化について、You 

can～や It’s～を用いて正しく

書けていない部分がある。ま

た、語と語の間隔を空けてい

なかったり、アルファベット

が適切に書けていなかったり

しており、努力を要すると判

断した。  
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（ ２ ） 実 践 を 終 え て  

  １  学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

本実践では、総合的な学習の時間を中心に「わたしたちにできる国際協力」を

探究テーマとして教科等横断的に探究のスパイラルを回しながら問題発見・解決

能力の育成を図るとともに、それぞれの過程において言語能力や情報活用能力の

育成を図るように構成をしてきた。こうした単元構成によって、関連するすべて

の教科、単元がオーセンティックな学びとなり、児童が目的意識をもち、取り組

むことができた。外国語科では、ルワンダの小学生と互いに文化を伝え合うとい

う場面を設定することで、日本の文化を英語で話すことの意義を理解し、「日本ら

しい文化は何だろうか。」「どんなことを伝えたらよいか。」と主体的に学習に取り

組む姿が見られた。そして、こうした児童のやる気は、情報端末を活用した発表

資料作りや、よりよい発表をするための練習、改善につながり、情報活用能力、

言語能力を大きく伸ばす機会となったと感じている。  

 

  ２  教科等横断的な視点に立った評価について  

本 実 践 で は 、よ りよ い 発 表 を す る ため に 、協 働 ア プ リや 思 考 ツ ー ル を

活 用 し て 情 報 を 分析 し た り 、画 面 録 画機 能 を 用 い て ビ デオ レ タ ー を 作 っ

た り し て い る が 、 こ う し た 取 組 は こ れ ま で に 他 教 科 で も 行 っ て き て い

る 。情 報 活 用 能 力の 育 成 を 積 み 重 ねて き た か ら こ そ 、ビ デ オ レ タ ー の 作

成 も 児 童 に と っ て大 き な 負 担 と な るこ と な く 実 施 で きた と 感 じ て い る 。

学 習 の 基 盤 と な る資 質・能 力 は 多 岐に 渡 っ て お り 、１つ の 教 科 や １ つ の

単 元 だ け で 育 成 でき る も の で は な い。だ か ら こ そ 、年 間 を 通 し て 、ど の

教 科 の ど の 単 元 で育 成 し て い く か を明 確 に し て い く こと が 重 要 で あ る 。

そ し て 、本 実 践 で の 外 国 語 科 の 学 習を 通 し て 、児 童 を 見 取 り 、評 価 し た

こ と を 外 国 語 科 で完 結 す る の で は なく 、他 教 科 等 の 授 業へ 生 か し て い き

た い 。  

 


